





長 光 太 志
要 旨
本論の目的は,日 系ブラジル人の定住化議論を時系列で整理することである。その際,「定住化必








て,日 本に 「デカセギ(期 間限定の単純労働に
よる賃金獲得)」を 目的とした 日系 ブラジル人






























































































































































































































想定の元に議論を行 っている。 しか し,具体的
な日系ブラジル人研究を参照 していくと,2000
年までの議論で,明確に定住化を主張 している


























くる。そ して,こ うした本国ブラジルの食品 ・






















査結果か ら時を待たず して,デ カセギ日系ブラ
ジル人研究の代表作の1つ とも言える小内透 ・
酒井恵真編の著作 『日系ブラジル人の定住化と
地域社会 一 群馬県太田 ・大泉地区を事例 とし
て』が発表される。 これは,小 内透を中心 とし












































































































強 してい るよ うに思 われる。
3.3定 住化必然論 と 「4段階 モデル」
さて,小 内透 に代表 され るような定住化議論
は,基 本 的に,デ カセギの長期化 と定住化傾向
の進展 が正比例 の関係 にある と考 えて いる もの
が多 か った。 こうした解釈 は,90年代 の代表的
な移 民研究者 であるS.カ ースルズ とM.J.ミ
ラーの主 張 に影 響を受 けている と思 われる。S.
カースルズ とM.J.ミ ラー(CastlesandMi-
11er1993)によ ると,移 民 の発展過 程 は以下
のような 「4つの段階 モデル」 に要約 できる と
いう。
● 段階1:若 い労働者 の一時的 な労働移
民が主で,海 外送金 と母 国へ の帰国志向
が強 い段階
● 段階2:滞 在の延 長 と,血 縁 や出身地
域 の共通性 と新 しい環境におけ る互助 の
必要性 に基づ いた社会的ネ ッ トワー クの
発展す る段階。
● 段階3:家 族呼 び寄せの開始 と,受 入
国へ の関与の増大 にともな う長期定住 の
意識 が高 ま り,独 自の機関(協 会,店,
飲食店,代 理店,専 門職)を 持つエスニ ッ
ク ・コ ミュニ テ ィの出現す る段階。
● 段 階4:永 住 の段階 とな るが,受 入 国
政府 の政策 や人 々の態度 いかんでは,永
住権 が法 的にあたえ られ安全な地位 や市
民権獲得 ができるか,あ るいは政治 的排
除や社会経済 的に周辺 にお いや られ,永
久にエスニ ック ・マイノ リテ ィに閉 じ込
め られるかのいずれか の道 に分かれ る。
(CastlesandMiller1993:25=1996
26)
こう して見てみ ると,日 系 ブラジル人 の定住
化 が進 行 して い るとい う立場 が,S.カ ー スル













「4段階モデル」 に照 らし合わせるなら,今 の
日系ブラジル人は3段 階目の状況にあると思わ
れる。 もし,そ うであるなら,日本社会は,今










の 日系ブラジル人の定住化論 を牽引 している
「顔の見えない定住化」議論がそうである。そ
こで,次 に,こ うした定住化論に批判的な 「顔
の見えない定住化」議論について見ていきたい。







































































いからだ。現在,日 本に流入 している多 くの 日















































































化』と題 して出版 した。 この著作を,デ カセギ
日系ブラジル人研究の流れの中に位置付けるな
ら,小内透の 『日系ブラジル人の定住化 と地域








いということは有 り得ない。 しか し,樋口が,
S.カー スルズとM.J.ミラーの 「4段階モデ
























から,日系1世 によって,あ る程度,行 われて
いた。この時期のデカセギ労働者たちは,ブ ラ
ジルに帰国 してか ら,雇い主の意を受 けて,日
本とブラジルの労働市場を結び付ける斡旋組織
の担い手 となる。 こうして出来上がるのが,



















































































































































これが,樋 口によって提示 される 「顔の見えな
い定住化」への処方箋である。























です ら運営 が難 しくなるか らだ。そ うなれ ば,
日系 ブ ラジル人 の長期滞在その ものが不成立 と
な り,日 系 ブラ ジル人 は,ピ ンポイ ン トで導入
され た外 国人労働者で あった ということにな る
だろ う。
ただ し,そ れで 日系 ブラジル人労働者の問題
が消 えて しま う訳 ではな い。例えば,ブ ラジル
に帰 国す る賃金 や当座の生活費を捻出で きない
労働者 が多数発生す る可能性があ る。 また,母
国で の生活習慣 を身 に付 ける機 会が無か った 日
系 ブラ ジル人子弟 の問題 も表面化す るだ ろう。
これ らは,日 系 ブラジル人特有の問題 と言 うこ
とで はな く,景 気 の変動な どに合わせて都合 よ
く外 国人労働者 を導入 した際の帰結 と して,外
国人労働者 の一般的な問題 と成 り得 るものであ
る。 もちろん現状で は,こ う した考え は,予 測
の域 を出る ものではな い。 しか し,既 に日本社
会で生活 している多数の 日系ブ ラジル人や彼 ら
が置かれ た社会構造を注視 してい く必要性は,
近年益 々増加 していると言 えるだ ろう。 その際,
これ までに蓄積 された 日系 ブラジル人の定住化
に関す る知見 と新 しい現象を突 き合わせ,問 題
の本質 を探 る ことが,日 系 ブラジル人研究の焦































梶田孝道 ・丹野清人 ・樋 口直人 『顔の見えな
い定住化』名古屋大学出版会,1-22。
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『顔の見えない定住化』名古屋大学出版会,
259-2840
樋 口直人,2005d,「第11章 共生か ら統合へ 一
権利保障と移民コミュニティの相互強化に向































民問題 第1期 第1巻 国際化のなかの移
民政策の課題』明石書店,21-50。







生活 と意識」小 内透 ・酒井恵真編 『日系ブラ



































著 『共同研究 出稼ぎ日系ブラジル人 ㈹論
文編 ・就労と生活』明石書店,607-625。
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